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TUNA SCOPE 2020 -くら寿司導入・AIまぐろローンチ-
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1. 施策の狙い 2. アプローチ⼿法 3. イノベーティブなポイント

コロナによる⽔産業の危機を、
「新しい買付け様式」で乗り越える。

マグロ⽬利きAI 「TUNA SCOPE」導⼊。
史上初のAI遠隔買付けに成功。

• 「後継者問題解決」「資源問題解決」
「コロナの克服」といった社会的意義
に共感した多くの企業の協⼒のもと、
PoCを乗り越え事業化に成功。全ての
関係者に収益をもたらし、新しい市場
を創出。

• 2020年、⽔産庁の補助事業に採択。
ニューヨーク・シンガポールなどで「AI
認証マグロ」の販売を現在も継続。

• TUNA SCOPEは現在も⽇本各地の⽬利
き職⼈の協⼒のもと、独⾃のデータ
ベースを蓄積。 ⼤量のデータをもとに
学習を続け、AIが⽇々進化し続ける仕
組みを構築。

• 開発した⽬利きAIのアルゴリズムは、
農業や医療などの他産業への応⽤が可
能であり、実証実験等の検討を開始し
ている。

2020年、新型コロナウィルスの拡⼤により、世
界中で⼈の移動が制限。
⽇本最⼤級の回転寿司チェーン「くら寿司」は、
これまでマグロを仕⼊れる際、職⼈が海外に出
向いて⽬利きをし、買付けを⾏なってきたが、
コロナの影響による渡航制限で、従来の職⼈に
よる買付けが不可能に。

マグロの供給が危ぶまれ、⽔産業が危機的な状
況に陥るなか、美味しいマグロを⽣活者に届け
続けるため、くら寿司は我々エージェンシー開
発のテクノロジーを導⼊。新しい買い付け様式
でコロナを乗り越える、世界初の取組みにチャ
レンジした。

開発したのは、マグロ⽬利き職⼈の技を受け継
いだ品質判定AI「TUNA SCOPE」。習得に10年
以上の修⾏が必要といわれた職⼈の「暗黙知」
を、⼤量のマグロの尾の断⾯画像のディープ
ラーニングによって継承し、2019年に完成した。
2020年、我々とくら寿司は、TUNA SCOPEを中
国・⼤連にデータ送付。職⼈に代わって、AIに
よる遠隔買付けを実施。熟練の技をマスターし
たAIの⽬利きにより、数百トンにおよぶ⼤量の
マグロの選別、仕⼊れに成功した。

さらに、AIが最⾼品質として認めたマグロを、
新商品「AIまぐろ」としてくら寿司全国461店
舗で販売。結果、予定数の３倍に及ぶ⼤ヒット
を達成（20年7⽉実績）。⽔産業界のデジタル・トラ
ンスフォーメーションによってコロナを乗り越
えた取組みとして、57ヶ国1,500以上のメディ
アに取り上げられ、世界中で話題化した。

PoCの壁を乗り越え、
社会課題を解決し得るビジネスに進展




